
議会広報広聴委員会 

令和 8 年 7 月 17 日（金） 

午 前 1 0 時 か ら 

第 4 委 員 会 室 

 

【出席者】大谷委員長、岡山副委員長、 

西田一平委員、今田委員、遠藤委員、花田委員、戸津川委員、沖田委員、 

笹田委員、岡本委員 

【事務局】濱見書記 

 

議題 

1 はまだ議会だよりVol.82の編集について ························· 資料1 

(1) 校正作業 

ページ 担当委員 記事 

1-5 
戸津川委員 

岡本委員 

表紙、ポイント、トピックス、議案等の賛否、

請願・陳情、委員会代表・個人一般質問 

6-9 
西田委員 

花田委員 
個人一般質問 

10-13 
沖田委員 

笹田委員 

附帯決議の対応、議会改革度調査2025、地域井

戸端会を開催しました、市民対談 

14-16 
今田委員 

遠藤委員 

委員会活動レポート、議長活動レポート、あと

がきほか 

 

(2) 市民対談の候補と過去の記事 

(3) その他 

 

2 はまだ議会だよりminiについて ································ 資料2 

(1) 第47号掲載内容及び原稿担当 

(2) その他 

 

3 地域井戸端会の反省・課題について ···························· 資料3 

(1) 各常任委員会の回答 

(2) 令和9年度のレジュメ（案） 

(3) その他 

 

4 ぎかいポストに寄せられた意見について ························ 資料4 

(1) 委員間で協議 

(2) その他 

 

5 その他 



○はまだ議会だより mini_47（8月 1 日発行）について 

（カラー案（5）：太陽をイメージ） 

前回（7月 1日発行）の記事 

 ・「食を軸としたブランド化と水産振興について」松浦市視察（産業建設委員会） 

 ・10 月 12 日（月・祝）開催「はまだ市民一日議会」（事務局） 

 ・議員のつぶやき（スーパーカブばんざい：戸津川委員） 

 ・議長日誌（浜田益田間主要地方道改良促進同盟会総会 他） 

※掲載内容は 9月 1日発行予定の本紙とのバランスも勘案 

 

・掲載項目案 ※2項目選定後、担当者決定 

 総務  ： 

 文教厚生：行政視察（7/7～9 神奈川・埼玉） 

 産業建設： 

 広報広聴：行政視察の受入れ（7/16 宮城県加美町 ほか） 

 議会運営： 

 議会活性化： 

 その他： 

   

・議員のつぶやき 

（月が綺麗ですね：遠藤、推しグルメ募集：西田、尊敬できる人はいますか？：今田、

おせっかいのススメ：花田、スーパーカブばんざい：戸津川） 

 

・議長日誌案 

6 月 15 日 公益社団法人浜田市シルバー人材センター 令和 8年度定時総会 

6 月 19 日 第 183 回通常議員総会(浜田商工会議所) 

6 月 25 日 浜田市建設業協会「令和 8年度 意見交換会・懇談会」 

6 月 29 日 「社会を明るくする運動」浜田市推進委員会 

6 月 30 日 地域医療支援病院諮問委員会 

7 月 1 日 「社会を明るくする運動」メッセージ伝達式 

7 月 7 日 主要地方道浜田作木線改良促進期成同盟会総会 

7 月 8 日 特定第三種漁港協議会定期総会 

 

 

※原稿提出締切日   7 月 23 日（木）14：00 

資料 2 
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「地域井戸端会」の反省点・課題など 

 

 1 開催方式・イベント形態の見直し                         

反省点・課題 

・ 28 箇所すべてを回る現在の方式は、議員の負担も大きい。 

・ マンネリ化している。 

・ ここ数年でこの手法に限界がきており、参加する側は「参加者がいないと悪いから」

などでの参加となっており、やる側も「おそるおそる」行っている感があり、一応は

「やっただけ」となっている気がする。 

・ 参加人数の多さが開催目的達成の成果指標となっている感がある。大切なことは、よ

り市民の想いや具体的な課題、提案を引き出すことである。 

・ 議員が来るのだから行かなくてはと思わせてしまっていること事態が、問題と感じた。 

・ 開催場所も現在のまちづくりセンターが中心であるが、再考すべき。 

 

改善方法・代替方法 

○ まちづくりセンターで日時やテーマを設定してもらい、一定の人数が集まった段階で

議員が呼ばれて出向く「オンデマンド型」への移行を検討する。 

○ 地域単位の報告会より、所管委員会単位での団体、企業等との意見交換の機会を増や

す。たとえば下関市のように、常任委員会ごとに対象を絞り、テーマに関わりの深い

団体や市民グループを招くスタイルに変更する。 

○ 一般市民だけでなく、学校などを対象にした意見交換会や、外国人との意見交換を設

ける。 

○ 会議方式ではない、自由度が高くフラットに話ができる「カフェ形式」や、学生等若者

を対象とした「井戸端カフェ」を別途検討する。 

○ 報告会だけでなく、デジタル媒体による議会報告の充実を検討し、情報発信のバラン

スを再構築する。 

 

 2 参加者の偏りと周知・集客の課題                         

反省点・課題 

・ 参加者が毎回同じようなメンバーに固定化される傾向があり、参加者の偏りがある。

どうしても参加の敷居が高い感じがある。 

・ 若い方の参加がないのは残念である。子育て世代包括支援センターでは子育て世代の

参加を狙ったが、実際は別世代で 1名のみだった。 

・ 全体に旧浜田市内では参加者がほとんどおらず、旧町村の地域ではまちづくりセンタ

ーの職員やまちづくり委員会の方が住民に声掛けしている。議会としての宣伝や告知

だけでは人が集まらなくなっており、まちづくりセンター職員などの善意によるもの

が大きいのが現状である。 

資料 3 
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・ 毎回のことではあるが、周知が行き渡らないとの意見がある。参加者が極めて少なく、

住民の幅広い意見聴取という点では課題が残った。 

改善方法・代替方法 

○ 従来通りの周知（ホームページ、チラシ、町内会回覧）に加え、今後は SNS を駆使し

た新しい周知方法を検討する。 

○ 「はまチャレ」と同様に、地域井戸端会に参加した場合のポイント付与など、参加意

欲の向上プランを検討する。 

○ 特定のターゲットを対象とする場合は、初期段階から開催趣旨や参加対象について徹

底した調整を行う。また、若い女性と男性の参加者が増える仕組みを構築する。 

 

 3 当日の運営・進行に関する課題                         

反省点・課題 

・ 自由意見を求める際、こちらから問いかけを工夫しないとなかなか意見が出てこない

場面があった。 

・ 会場によって、担当外の議員などの参加や発言に関するルールが統一されておらず、

担当議員の役割が曖昧になるおそれがあった。実際に担当議員以外の参加者から意見

や見解が述べられ、議論の進行や整理が難しくなるケースがあった。 

・ 対話の場で、特定の参加者が長時間にわたり発言を独占したり、他人の意見を批判し

たりする場面への制御が難しかった。 

・ 個人の意見が委員会の統一見解として独り歩きしてしまわないよう、発言の際の配慮

が必要だと感じた。 

・ 常任委員会の活動報告について説明方法や内容にばらつきがあり、耳で聞くだけでは

内容が伝わりづらかった。 

改善方法・代替方法 

○ 担当外の議員の傍聴および発言に関するルール（傍聴は可とするが発言は控えるなど）

を事前に統一し周知する。 

○ 「他人の意見を否定しない」「1人で時間を独占しない」といった対話のルールを開始

前に参加者全員で共有する。 

○ 司会進行に不安のある議員（特に新人議員）向けに「進行マニュアルや司会原稿」を事

前に共有する。 

○ 常任委員会の報告などでは、耳だけでなく目で見ても分かりやすい 1 枚ものの簡易説

明資料や箇条書きの資料などを用意する。 

○ 可能であれば町内会単位など、より細かな単位にアプローチしてみるのも一つの手で

ある。 
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 4 市民意見への対応とフィードバックのあり方                    

反省点・課題 

・ 住民の方々の意見や要望があまり反映されていない現状も、参加者がいなくなった大

きな要因になっていると思う。 

・ 地域の声に対して、その場で十分に回答できないものも多くあった。市の担当部署に

確認が必要な内容や、複数の部署にまたがる課題も多くあった。 

・ 市の各種支援制度そのものはあっても、「知らない」「使い方が分からない」「自分が対

象になるのか分からない」という声があり、制度の説明が市民に十分届いていない。 

改善方法・代替方法 

○ いただいた意見を整理し、確認が必要なものは担当部署へつなぎ、後日きちんと報告

できる流れをつくる。意見に対して「その後どうなったのか」が分かるように、返し方

や報告の仕組みを工夫していく。 

○ 制度をつくるだけでなく、分かりやすく伝えること、必要な人に届くことを重視する。 

 

 5 事前準備・日程調整などの運用上の課題                      

反省点・課題 

・ 開催日程が地域内の会議と重なっていたため、事前に地域行事や各種会議の状況を十

分確認しておく必要があった。また、開催日が重なりすぎていて、他の会場の様子を

見に行くことが難しかった。 

・ 事前の伝達や進行指示、必要な準備物（テーマ提示用の用紙など）の指示が不足して

いた。持参した配布用「はまだ議会だより」の部数が不足した会場もあった。 

・ 夜間開催の場合、山間部の暗い夜道の移動を懸念し、参加を躊躇する市民が見られた。 

改善方法・代替方法 

○ 参加見込みが極めて少ない会場については、事前に開催を見合わせるなどの柔軟な対

応を可能とする。 
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地域井戸端会 
 

次第 

1  開会 

・議員挨拶、各種説明 

 

 

2  議会の現状報告（3常任委員会ごとに） 

 （1）令和８年度の注目事業（令和8年3月定例会議の報告）・・・2～3ページ 

 （2）委員会での調査や取組など・・・4ページ 

 

 

 

3  テーマに基づく意見交換（40分） 

◆総務委員会・・・防災と避難行動計画について 

～災害が起きたらどうしますか？自分と家族を守るための行動～ 

◆文教厚生委員会・・・子どもや高齢者の暮らしの困りごと 

◆産業建設委員会・・・100年先に残したい浜田の食 

 

 

 

4  出た意見の概要発表（10分） 

 

 

 

5  自由に意見交換（40分） 

 

 

 

6  出た意見の概要発表（10分） 

 

 

 

7  閉会 

・まとめ 
 
 
  

次年度に向けての案：朱書き部分を追記 
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2－（1）令和８年度の注目事業（令和8年3月定例会議の報告） 
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2－（2）委員会での調査や取組など 

◆総務委員会 

①防災・減災について 

市内の防災意識の不足や自主防災組織の活動不十分、避難所の立地・運営・備蓄

等に課題があることから、これらの現状を把握し、地域防災力を高める効果的な方

策を検討する。 

 

 

 

 

 

◆文教厚生委員会 

①こどもの権利の推進について 

こどもの権利に関する施策の現状及び課題を把握するとともに、こどもが安心し

て意見を表明し、社会に参画できる環境づくりや、その意見を施策へ適切に反映す

る仕組みのあり方について調査研究を行う。あわせて、「こどもの権利条例」制定

に向けた市の取組状況についても調査し、こどもの権利の推進及び関連施策の充実

を図る。 

 

 

 

 

 

◆産業建設文教厚生委員会 

①浜田漁港・商港の活性化について～海洋産業・観光・物流の一体的振興と持続可能な港づくり～ 

  浜田漁港と商港の再整備と連携強化により、海洋産業の生産性向上、地域経済の

再生及び山陰西部の戦略拠点としての国土強靭化を図る。 

 

②中山間地域の再生について～耕作放棄地・空き家の再生と就農支援～ 

少子高齢化・人口減少が進行する中山間地域において、耕作放棄地対策、空き家

の再生及び就農支援を一体的に行い、地域の魅力を高める総合的な再生策を調査研

究する。 
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地域井戸端会開催でのお願い 

 

● 写真撮影や動画配信をしない 

ほかの参加者に配慮し原則禁止します（全員が了承された場合は可とします） 

 

● ほかの参加者の意見を否定・批判しない   

それぞれの視点や多様な考え方を大切にするため、お互いの意見を尊重し合いま

しょう。 

 

●  1人で時間を独占しない（多くの方に発言の機会を）   

特定の参加者だけが長時間お話しされることがないよう、限られた時間の中で譲

り合ってご発言ください。 

 

● この場限りの内容（プライバシーに関わることなど）は外に広めない 

 全員が安心して本音で対話できるよう、ご協力をお願いします。 

 

● 担当外の議員は、原則として傍聴のみとし発言は控える   

当日の議論の進行や整理をスムーズにし、担当議員が市民の皆様との対話に集中

できるよう、事前に統一されたルールに基づき運営いたします。 
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【メモ】 



意見 対応経過及び結果

～議員は市職員や市民の王様なのですか？～
先日、市役所で手続きをしていたところ、大声
を出して要求している議員を見かけました。私
は心臓が悪いため、大変驚きました。議員だか
らこそ何をしても良いといった態度は納得でき
ません。また、ある動画サイトで福祉の団体さ
んと議員が意見交換をしている動画を見ると、
一部の議員を中心に高圧的な質問を繰り返して
いるほか、団体さんが話している間も他の議員
と雑談する姿が映っており、まさにいじめその
ものだと感じました。
私の友人の子（大学生）が浜田市を目指してい
ると聞いたので、「絶対やめとけ」と言ってお
きました。
すごいからこそ、勝ってかぶとの緒を締めてほ
しいです。
なぜ、委員会や質問は市役所の方を問い詰める
場所になっているのですか？友人から、「浜田
市議会がヤバイ」と言われてYouTubeを見まし
た。悪口やひぼう中傷を平気でする議員を切り
こみ隊長や正義の味方といっていて、完全にヤ
バイと思いました。やっていることがマスコミ
と同じレベルだと思います。市役所の方がかわ
いそうです。
現在の市議会はどうなっているのですか。
みるにたえません。
もっと市民の側に立っての議ろんをして下さ
い。
同じことばっかりではずかしいです。
なぜ、議員が浜田市社会福祉協議会をまるで悪
の組織かのように批判し、議会という公の場で
中傷を続けるのか理由を教えてください。批判
するよりも、どうしたら良いかを社会福祉協議
会の人に聞いて調査し、提案するのがあなたた
ちの仕事じゃないのですか？
予算決算委員会の様子をYouTubeで見ました。
市とのやり取りを見る限り、本当に市とすり合
わせしたの？や、これを聞くことを市に伝えて
いたの？というような議員さんが2～3名おられ
ます。ちゃんと伝えていたのですか？
聞いていないのに、思った答えが返ってこなく
て声を荒げたりするのは汚いです。そして、み
んなの税金と時間のムダです。
森谷氏と足立氏が議員になられてから、議会が
活発化しているように感じます。市民に対し
て、質問が深堀されていて、興味を引き付けら
れます。
市民にわかりやすい発言力森谷議員。分かりや
すいのが一番です。

【議会運営委員会】
議会内外における議員の発言や態度についての
ご指摘を、真摯に受け止めさせていただきま
す。
浜田市議会では、議員一人ひとりが高い倫理観
と責任を自覚し、市民の負託に応える議会活動
を確保するため、令和8年3月に「浜田市議会議
員政治倫理条例」の一部を改正し、「市民全体
の奉仕者として、その品位又は名誉を損なう一
切の行為をしないこと」などを明文化しまし
た。
さらに、どのような行為が条例違反に該当する
かを具体的に示した「逐条解説」を作成し、全
議員で共通の認識を持つことで、自己規律と自
浄作用を促しています。
その上で、議員一人ひとりが質疑の質や発言の
わかりやすさの向上に努め、市民の皆様の期待
に応えられる議会であるよう、努めてまいりま
す。

ぎかいポストに寄せられた意見等対応報告

1



意見 対応経過及び結果

ぎかいポストに寄せられた意見等対応報告

浜田市の小学校に子どもが通っておりまして、
給食のことで質問です。議会で自然塩の請願が
採択されましたが、その後、学校給食に自然塩
がどのくらいの割合で使われるようになったの
か知りたいです。子ども達の毎日の給食がより
ミネラルたっぷりな自然塩が使われ、健康増進
していくよう願います。
小1の子をもつ母

【文教厚生委員会】
お子さまの健やかな成長と健康を願うお気持ち
を大切に受け止めております。
自然塩という呼称は現在使用されていないた
め、定義が難しいですが、現在浜田市では精製
塩は使用しておりません。学校給食で使用する
食材や調味料については、安全性や栄養面、品
質、調理への適性などを総合的に考慮して選定
しております。また、ミネラルなどの栄養素は
他の食材を含めた給食全体で計算し、必要な量
が摂取できるようにしております。
今後も子どもたちに安心でおいしい給食を提供
できるよう、議会も行政とともに努めてまいり
ます。

執行部への問いかけをお願いします。 ごみ収
集について。ペットプラは、基本的に洗って専
用のペットプラごみ袋へ入れて出すのが原則で
すが、よごれていれば、燃えるごみ袋にいれて
だせば、とってもらえることとなっています。
ちなみに江津市の知人は、洗うことなく、燃え
るごみで出しているそうです。 そもそもペッ
トプラをリサイクルされておられるのか疑念を
感じます。まじめに、ペットプラを洗って出し
ている行為が無意味であるならば、ペットプラ
用のごみ袋は廃止して、燃えるごみ袋の中に
ペットプラを出すこととされたらいかがでしょ
うか。

【文教厚生委員会】
このたびは、ごみの分別について貴重なご意見
をお寄せいただき、ありがとうございます。
「ペットボトルを洗って資源ごみに出す意味が
あるのか」という疑問は、多くの方が感じられ
ることだと思います。
浜田市では、国の方針に基づき、リサイクルで
きるものは資源ごみとして分別をお願いしてい
ます。きれいなペットボトルは資源として再利
用しやすく、ごみの減量にもつながります。
一方で、洗浄やラベル・キャップの取り外し、
水色の袋で出すことが負担になっていることも
理解しています。汚れが落ちにくいものや、分
別が難しいものは、燃えるごみとして出してい
ただくこともできます。
無理のない範囲で、資源ごみの分別にご協力い
ただければ幸いです。
いただいたご意見は、今後、より分かりやすい
周知につなげてまいります。ありがとうござい
ました。

議員定数を早急に減らして他の自治体と同じレ
ベルにしてください。過去の話や自論を延々と
繰り返す議員や、特定の団体を敵視する質問ば
かりする議員、市長が答えると急にトーンダウ
ンする議員ばかりでうんざりします。はっきり
言って、選びたくなくても定数が多すぎて勝手
に選ばれてしまうので議員定数の削減を強く要
望します。

【議員定数等議会活性化特別委員会】
1 議員の態度や資質について
議会や委員会の場における議員の発言や態度に
ついて、市民の皆様に不快な思いをさせている
という指摘を真摯に受け止めます。
浜田市議会では、議員が高い倫理観と責任を自
覚するため、令和8年3月に「浜田市議会議員政
治倫理条例」を改正しました。品位や名誉を損
なう行為、各種ハラスメントの禁止などを新た
に規定し、具体例を示す「逐条解説」も作成し
ました。
今後も自己規律と自浄作用を促し、倫理基準の
遵守を徹底します。
2 議員定数について
次期改選期における議員定数の適正化につい
て、現在、議員定数等議会活性化特別委員会で
検討しています。定数は市民の声を市政に反映
させる重要な基盤です。他市の状況等も比較し
て議論を深め、令和9年頃を目途に一定の方向
性を示す予定です。
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ぎかいポストに寄せられた意見等対応報告

議会だよりについてです。議会一般質問の動画
視聴再生回数が多い議員の上位ベスト5を記事
にとりいれられればより市民の読者が関心をも
ち、かつ議員の活動にも影響をあたえるものと
感じます。

【議長】
「はまだ議会だより」の紙面構成や新たな企画
については、市民の皆様に議会の活動を分かり
やすく関心を持っていただけるように、議会広
報広聴委員会において常に協議を重ねておりま
す。
今回お寄せいただいたご意見については、同委
員会でしっかりと共有し、今後の紙面づくりや
広報活動のあり方を検討していく上での参考と
させていただきます。

この前来たとき、この紙がありませんでした。
そして返事をわかるように張って下さい。何も
わかりません。

【議長】
ぎかいポストの専用用紙が切れており、ご不便
をおかけしましたことをお詫びします。議会広
報広聴委員会及び議会事務局で、定期的な確認
と補充をより一層徹底してまいります。
また、「返事をわかるように張ってほしい」と
のご要望について、ぎかいポストなどに寄せら
れた皆様からのご意見に対する回答は、市議会
ホームページや、はまだ議会だよりを通じてお
返しする運用としておりますが、今回お寄せい
ただいたご意見についても、同委員会で検討さ
せていただきます。
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